
Ⅰ．はじめに

　スギCryptomeria japonicaとヒノキChamaecyparis obtusaは

我が国の主要造林樹種である。スギは谷部の適潤な場所，ヒノキ

は中腹の適潤からやや乾性の場所が適地とされており，両種間に

は水分特性に違いがあると考えられる。これに関して，同一の

ポットに植栽されたスギ，ヒノキの木部圧ポテンシャルを比較す

ると，常にヒノキが低い値を示す（6）ことから，両種間には通

水抵抗に差があると推察される。通水抵抗は，種（1，7）や生育

環境（4），部位（5）などによって異なり，分布や成長に影響す

る重要な水分特性である。

　本報告では，スギとヒノキの通水抵抗を比較し，通水抵抗の有

無と種間差の原因について考察した。

Ⅱ．材料と方法

１．供試木

　砂土を充填したコンクリートポット（直径７５cm，深さ５５cm）

を３個用意し，２００３年３月にスギとヒノキの挿し木苗（１年生）

を同一ポットに各１本植栽し，十分な潅水で３年間栽培した。こ

の間各ポットには固形肥料（ウッドエース苦土２号；三菱化学ア

グリ）を３４個（Ｎ，Ｐ，Ｋ，Mg：７４．８，３７．４，３７．４，１３．６g）ずつ

施用した。

２．樹液流速と木部圧ポテンシャルの測定

　２００６年７月２６日に供試木にプローブ（TDP －１；DYNAMAX）

を設置し，熱収支法で樹液流速を測定した。８月１日にスギとヒ

ノキ２本ずつ，８月１３日にスギとヒノキ１本ずつについて，５：００

から１８：００まで樹液流速計により樹液流速を５分毎に測定し，プ

レッシャーチャンバー（model６００；pms）により木部圧ポテン

シャルを１時間毎に測定した。また，木部圧ポテンシャルは上部

葉と，遮光袋により蒸散を抑制した最下位葉について測定した。

３．樹液流速から樹液流量への換算

　樹液流速と木部圧ポテンシャルの測定の後，樹液流速計をつけ

た状態で供試木を根元から切断し，水に浸けて吸水させ，７：００か

ら１８：００まで１時間毎に水の減少量を測定した。これを樹液流量

とし，樹液流量と樹液流速との関係式を求めた。その後プローブ

を取り外し，センサー部を切断し，幹の断面積を画像解析ソフト

（LIA３２）により算出した。

４．通水抵抗の計算

　通水抵抗は木部圧ポテンシャルを従属変数，蒸散速度を説明変

数とし，明け方の水ポテンシャルの値（５：００と６：００の平均）を

通る直線回帰式の傾きとして求めた（4）。また，上部葉と下部

葉の木部圧ポテンシャル差から地上部の通水抵抗を，下部葉の木

部圧ポテンシャルから地下部の通水抵抗を求めた。

Ⅲ．結　果

１．供試木のサイズ

　２００６年１０月に測定した樹高と根元直径を表－１に示した。同じ

ポットに植栽されたスギとヒノキを比較すると，樹高，根元直径

ともスギのほうがヒノキより大きかった。

２．木部圧ポテンシャルと樹液流速

　木部圧ポテンシャルの日変化を図－１に示した。一日を通して，

木部圧ポテンシャルはヒノキよりスギのほうが高かった。遮光し

た下部の葉でも同様の結果だった。また，樹液流速の日変化を図

－２に示した。１日を通して，樹液流速はヒノキよりスギのほう

が大きかった。

３．通水抵抗

　図－３，４に通水抵抗を示した。地上部，地下部ともに通水抵抗

はスギよりヒノキのほうが大きかった。また，地下部の通水抵抗

も同様に，ヒノキのほうが大きかった。地上部と地下部の通水抵

抗の比は，スギで２：３，ヒノキで約４：５であった。

Ⅳ．考　察

１．根元直径と通水抵抗との関係

　単木あたりの通水抵抗はヒノキがスギの約３倍であったが，幹

断面積あたりでは約１．５倍と小さくなった。これは，スギとヒノ
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キの幹断面積が違うためと考えられる。そこで，根元直径と通水

抵抗の関係をみると（図－５），両種を含めて根元直径が大きい

ほど通水抵抗は小さくなる傾向が認められた。年輪幅が広くなる

と仮道管の横断面積が増加する（2）ことから，成長のよい個体

は仮道管が太くなり，そのために通水抵抗が小さくなったと推測

される。この結果から，ヒノキの単木あたりの通水抵抗がスギよ

りも大きかったのは，ヒノキの単位幹断面積あたりの通水抵抗が

スギよりも大きかったこと，さらに，ヒノキの成長量がスギより

も小さかったことの２つの要因が関与していたといえる。

２．通水抵抗の違いと成長

　ヒノキの通水抵抗はスギよりも大きいことから，スギのほうが

水を通し易い構造を持っているといえる。通水抵抗が大きくなる

と気孔コンダクタンスが減少し，光合成も低下する（1）。この

ことから，スギのほうが有利に光合成を維持できたと推測され，

その結果，成長が良好であったと考えられる。

３．通水抵抗の違いの原因

　通水抵抗の地上部と地下部の比は，スギで２：３，ヒノキで約

４：５であった。

　つまり，ヒノキはスギに比べて，地上部または地下部どちらか

の通水抵抗が突出して高いのではなく，器官全体の抵抗が大きい

と考えられる。ヒノキの仮道管内径はスギよりも小さい（3）。

このような細胞組織の違いが通水抵抗に反映されていた可能性も

ある。
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図－１．木部圧ポテンシャルの日変化（上）

図－２．樹液流速の日変化（下）

図－３．単木あたりの通水抵抗（上）

図－４．幹断面積あたりの通水抵抗（下）

図－５．根元直径と通水抵抗の相関

表－１．供試木の根元直径と樹高

樹高
（cm）

根元直径
（mm）

供試木

２３７．８３８．７５スギ１

２１９．８３４．６０スギ２

２６０．０３９．２２スギ３

１７５．５３０．４４ヒノキ１

１６６．３３２．１６ヒノキ２

１７９．０３４．１５ヒノキ３


